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S6 Scimon shift 概要	

  LSC member でdutyが50%以上の人はLIGOの論文の共著者になれる代わりに、 
   観測シフトの義務が発生する 

  半年毎（今回は2010/1/-6/30）に割り当て 

  Dutyのメンバー積算量に対して機関ごとにアサインされる 

  今回は　21シフトのブロックがNAOJグループに対して割り当てられる 

  7（佐藤）+7（川村）+7（西澤）で担当 

  Owl（0-8）, Morning（8-16）, Evening（16-24）の３シフト２４時間体制 
   今回は３人ともOwlを選択 
      Rickが「なんでowl？」と聞くので、 
      「seijiのアイデアだ」と答えたら、 
      Fredが「日本時間にstayしたいってことか」と笑っていた 

 Scimon shift（研究者）の他に Ops shift（オペレータ）が組まれる 

 干渉計の運用業務のほとんどは実はオペレータがやってくださる 



S6 Scimon shift and schedule	



Load to LHO	

  NRT to SEA :8h 
  SEA to PSC :1h 
  SEAでの乗り継ぎ悪し 



Load to LHO	



Driving to the site	

  アクセスの基本はレンタカー 
  PSC to Richland :30-40min. 
  Richland to site :30min. 
  240経由 / Stevens Drive経由 
  余談： 
      Toyota:7往復で1/2タンク残 
      Ford:7往復（＋α）で1/8タンク残 



S6 Scimon training	

  1-2回/monthでトレーニングセッションを開催 
  By Gabriela Gonzalez 
  Via EVO / Offline video 
  1h Scimon + 1h IFO basics  
  初めての人は出席が必須 
     Sj, Sa は複数回目なのでofflineにて省略 



S6 Scimon page	

  Duty50%以上の全てのLSC memberにシフト 
   が割り当てられる 
  シフトに際し必要となる/参考となる広範な情報 
   が網羅的にリンクされている（いたせりつくせり） 



Scimon duties	

  Scimonの仕事は「データのクオリティーを保証すること」 
  具体的な仕事内容として以下の５項目が挙げられている 
  赤字はe-Logエントリに関連するもの 

１ 前シフトのFOMに 
　 コメントすること 

２ 前シフトの３大 
　 グチッチの調査 

３ 必要な場合DQ 
   フラッグを立てる 

４ Dead チャンネル 
   をモニタする 

５ 前シフトのscience 
   segmentをまとめる 



Duty1: Add notes to previous shift’s FOMs	

  担当シフトが始まるとすぐに前シフトのFOMsが自動的にe-Logにエントリされる 
  正確には12時間分のデータが現れるが、前シフトの8時間分のみ考慮すればよい 
  引き継ぎ情報に基づいて、それぞれについてまとめのコメントを書き加える 
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FOM1 (state vector, BNS range, strain bands)
- one science segments
- BNS range was between 18 and 19 Mpc
- Noise in frequency bands stable

FOM2 (seismic noise)
- seismic disturbance in all freq band was less noisy, compared with those yesterday, except for 1-3
Hz band where many large spikes ware seen between -4 and -1.5 hrs 

FOM3 (glitchiness)
- stable glitch rate during the long segment.
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Duty1: Add notes to previous shift’s FOMs	

  ほとんどの情報はe-Log上で共有される 

  必要に応じて記事をエントリする 

  シフト関連の情報もコミッショニング関連の 
   情報もすべてここに集約される 

  干渉計でなにが起っているかはここを読め 
   ば、ほとんどの情報は得られる 

  FOMsやscence segmentなどの情報は 
   自動的にエントリされる（RoboScifom…） 



FOM1	

  State vectorおよびbinary range 
  L-error信号のバンドごとのパワー 

  Cal.lineおよびUGF 



FOM2	

  Seismic activity 
  各バンドごとのパワー 

EQs 



FOM2	

  “Omega scan” によるグリッチ表示 
  SNRごとに色分け 



FOM0?	

  干渉計ステータス表示 
  基本的にはAll-greenでscience modeへ移行できる 



FOM4?	

  干渉計スペクトル感度のリアルタイム表示 
  19-20Mpc @20W input to MC 



Duty2: Three loudest glitches	

  前シフトのscience dataから３大グリッチがリストされる 
  これらの原因を突き止める/可能性をさぐる/断念する 



Duty2: Three loudest glitches	


